
10
月
６
日
〜
10
日
に
霧
島
市
及
び
南

九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
５
年
に
１
度
の

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
第
12
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
」。
今

大
会
は
過
去
最
多
と
な
る
全
国
41
道
府

県
か
ら
４
３
８
頭
が
集
ま
り
、
牛
の
姿

形
を
争
う「
種し

ゅ
ぎ
ゅ
う牛の

部（
霧
島
市
）」と
、

肉
の
質
を
評
価
す
る
「
肉
牛
の
部
（
南

九
州
市
）」
に
分
か
れ
て
和
牛
日
本
一

を
競
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
か
ら
は
24

頭
が
出
品
し
、
そ
の
３
分
の
１
を
超
え

る
９
頭
が
鹿
屋
市
か
ら
出
場
。

　

開
会
式
で
は
、
第
３
区
に
出
品
し
た

株
式
会
社
森
フ
ァ
ー
ム
（
輝
北
町
上
百

引
）
の
森も

り

義よ
し
ゆ
き之

代
表
取
締
役
が
「
鹿
児

島
の
地
か
ら
和
牛
の
魅
力
・
可
能
性
を

全
世
界
へ
発
信
し
、
和
牛
に
人
生
を
か

け
た
全
出
品
者
と
愛
す
る
牛
た
ち
と
と

も
に
大
会
期
間
中
、
輝
き
続
け
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
出
品
者
代
表
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
屋
農
業
高
校
畜
産
科
１
年

の
森も

り
も
と元

陽は
る
や哉

さ
ん
が
未
来
の
担
い
手

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。「
残
念
な
が
ら

鹿
屋
農
高
は
県
代
表
牛
に
選
ば
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
仲
間
と
一
緒
に
牛
と
過

ご
し
た
日
々
は
一
生
の
宝
物
。
多
く
の

人
と
出
会
い
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

多
く
の
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産

と
な
り
ま
し
た
」
と
全
共
に
向
け
た
取

り
組
み
や
畜
産
に
対
す
る
想
い
を
語
り

ま
し
た
。

　

種
牛
の
部
審
査
会
場
で
あ
る
霧
島
市

に
は
、
畜
産
関
係
者
だ
け
で
な
く
一
般

来
場
者
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
全
国
各

地
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
試
食
や
展
示
な
ど

の
ブ
ー
ス
を
設
置
。
５
日
間
に
わ
た
り

多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
勢
が
全
９
区
分
中
６
区
分
で
農
林
水
産
大
臣
賞

う
ち
３
区
分
が
鹿
屋
市

0000000
月月月

日日日

※画像は全国和牛登録協会配信動画から

※画像は全国和牛登録協会配信動画から

つ
い
に
開
催

全
共
鹿
児
島
大
会

多
く
の
来
場
者
で

会
場
が
に
ぎ
わ
う

多会

　

３
日
間
に
わ
た
る
審
査
の
結
果
、
全

９
区
分
中
６
区
を
鹿
児
島
県
が
制
覇
。

鹿
屋
市
で
は
、
３
区
分
で
優
等
賞
１
席

（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
を
獲
得
す
る
な

ど
、
出
品
牛
全
て
が
優
等
賞
に
入
賞
。

結
果
発
表
で
は
県
代
表
牛
の
出
品
番
号

が
呼
ば
れ
る
た
び
に
、
鹿
児
島
県
勢
か

ら
万
歳
が
沸
き
起
こ
る
な
ど
の
熱
狂
ぶ

り
を
見
せ
ま
し
た
。

地
元
農
家
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
が
５

年
前
の
宮
城
大
会
か
ら
、
も
し
く
は
そ

れ
以
前
か
ら
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し

た
結
果
で
あ
り
、
鹿
児
島
県
の
み
な
ら

ず
、
市
内
和
牛
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
全

国
に
知
ら
し
め
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

鹿
児
島
県
勢
大
奮
闘

和
牛
の
頂
点
へ

鹿和

全
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